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2008年度は，地上デジタル放送の中継局を441

局開局し，全国の視聴可能世帯数は約4,800万世

帯，電波によるカバー率は約97％に達した。また，

デジタル化に合わせて全国放送局の緊急報道機

材，番組制作設備のハイビジョン化を進めた。

緊急災害情報の迅速な放送や北京五輪など豊か

で質の高い番組の制作，放送の安定送出，電波の

安定確保に努めるとともに，業務フローの改革に

向けたテープレス化整備を進めた。さらに次世代

の放送の実現に向けて研究開発，実用化などの取

り組みを進めた。

（1）番組技術
北京五輪では，体操競技の国際信号制作と

NHK独自番組の制作を現地で対応。五輪では初

めて全競技ハイビジョンと5.1サラウンド音声で

制作するため，技術者 2人を北京に派遣し各国五

輪放送関係者への技術指導を行った。

大河ドラマ『篤姫』では，実写とCGの映像合

成や遠見
とおみ

と呼ばれる表現などさまざまな技術的工

夫で高視聴率を支えた。

『アインシュタインの眼』は，斬新なアイデア

と新機材を活用して“今まで見られなかった世界”

を追求し評判になった。この番組で培った技術を

生かした『NHKスペシャル～ミラクルボディ

ー』では，特撮を駆使して世界的トップアスリー

トの驚異的パフォーマンスの秘密に迫った。

『世界一周！地球に触れるエコ大紀行』では，

世界29か国からの生中継を毎週実施したが，辺境

の自然公園など，困難な場所からの中継を，機動

性に富んだシステムにより実現した。

洞爺湖サミットでは，LED照明やバイオディ

ーゼル燃料車両などを導入し，サミットのテーマ

にふさわしい環境に配慮した報道を実現した。

「岩手・宮城内陸地震」では，ワンセグの地域

向けデータ放送で災害情報コンテンツを送出する

などきめ細かく対応し，「岩手県沿岸北部地震」

では，深夜に毎日行っている緊急対応訓練を急き

ょ本番に切り換え迅速に対応した。

（2）放送設備の技術
11年の完全デジタル移行に向けて，デジタル中

継局を446局整備し，累積整備数は797局となった。

整備コスト削減に向け，小型低廉な送信機や軽量

低価格の鉄塔を開発するとともに，民放との共同

建設を推進した。

山間部などアナログ放送の難視解消のために設

置しているNHK共聴への地上デジタル放送の導

入を1,984施設で実施した（累積では3,394施設）。

共同受信施設へのデジタル導入を支援して

6,400施設の対応完了を確認するとともに，総務

省テレビ受信者支援センターに104人の要員支援

を行うなど，受信環境のデジタル化を促進した。

NHKオンデマンドでは，放送番組の録画から

配信用形式への変換，配信事業者へのアップロー

ドまで，ほぼ自動で行うシステムを実現した。

テレビ国際放送の24時間英語ニュース送出に向

け，ハイビジョンスタジオ 2室を整備した。

報道系テープレスでは，06年度に整備したフェ

ーズ 1 （BSNC）のサーバー送出率が90％を超え

るなど大きな効果が現れている。08年度はフェー

ズ 2（NC全体のテープレス化）に着手した。

（3）研究開発
08年度に新しい中長期計画となるNHK技研ビ

ジョン“YOU”を策定し，「感じる」と「つなが

る」で目指す新しい放送に向けた研究開発のアプ

ローチを示した。

あたかも自分がその世界の中にいるような質

感・臨場感・現実感を体感できる未来の放送を目

指し，高質感・空間再現メディアの研究を進めた。

スーパーハイビジョンの研究では，フル解像度の

カメラや高コントラストプロジェクターの動画対

応フル解像度化の開発を行った。メガネが不要で

自然な立体画像が得られる立体テレビの研究で

は，再生像の奥行き位置を任意に制御する手法を

開発した。

ユースフル・ユニバーサルサービスの研究で

は，さまざまなメディアの連携，視聴者と放送局

の連携，視聴者相互の連携により，視聴者の要望

や視聴環境にいつでもどこでも適応することを目

指している。視聴者がブログ感覚でテレビ番組を

制作し，公開・視聴できる技術や，放送番組を起

点としたネットサービスを提供するシステムの研

究などを進めた。

最高品質で魅力的なコンテンツの制作，安心・

安全を確保する緊急報道をどこからでも確実に視

聴者に届けることを目指した研究を進めている。

さらに，優れた番組が視聴者をひきつける要因を

分析し，新たなコンテンツ制作手法を考案するた

めの基礎研究を進めた。

（4）放送技術審議会
08年度は 3回開催し，① 5月に「放送技術研究

所公開」②10月に「地上デジタル放送の混信改

善」「大河ドラマ『篤姫』の映像表現について」

③ 2月に「第38回番組技術展」ほか，の各議題に

ついて審議を行った。
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